














































の著書 Augustine of Hippo でその学的地位を確立した後、古代末期全体を広く


















同じく 1971年に彼が Journal of Roman Studies 誌上に発表した論文 The Rise















































たからであろう。筆者が The Making of Late Antiquity の拙訳を試みた際にもそ
れは感じ取ることができた。彼は自身と同じアイルランド出身でオックスフォ
















































































































































































（common ideas, idées communes）の語を避け、「共有された思想」（shared ideas,
idées partagée）という言葉でこの状況を表現する。そして、古代末期とは、a
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